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北九州エコタウン事業は、今年度で20周年を迎えました。 

この度 20周年記念事業の一環として、エコタウン事業関係者が廃電子基板や不用

となった小型家電等を拠出し、市内の産学の技術協力を得て、オールリサイクル素材

による金銀銅メダルを制作しました。（市内35社、３教育機関が協力） 

そして、このメダルを２月18日に開催される第５回北九州マラソンの上位入賞者

のメダルとして、提供いただきました。 

これまで、他のマラソン大会で、一部にリサイクル材を活用した例はありましたが、

金銀銅全てのメダルで、ベース素材を含めて都市鉱山からのリサイクル材を 全面活

用した例はなく、「リサイクル企業が集積する北九州市ならではのメダル」であると

考えています。 

今回のメダルを機に、北九州マラソン、北九州エコタウン、リサイクルへの関心が、

市内外で高まっていくことを期待しています。 

【参考】北九州エコタウン事業について 

本市は、1997年に国から第一号認定を受け、環境保全と産業振興の両立に取り組

んできました。現在、日本最大級のリサイクル企業集積地となり、昨年10月には天

皇皇后両陛下にご視察いただいたほか、国内外から年間約１０万人の見学者が訪れて

います。 

北九州エコタウン×北九州マラソン⇒  世界初オールリサイクルメダル

～北九州マラソン上位入賞者に金銀銅のリサイクルメダルが授与されます～ 



【リサイクルメダルの概要】    

（対象者）     男女各フルマラソン部門 １位、２位、３位 （合計６個） 

（重 量）   約500グラム（リオ・オリンピック金銀銅メダルと同程度） 

（寸 法）   直径約80ｍｍ、厚さ約12ｍｍ 

（ベース素材） エアコンなどの家電製品に含まれる銅を活用 

（めっき）   電子基板等から抽出されたリサイクル素材を活用 

（デザイン）  金銀銅メダル共通  （大きさは実寸大） 

表                           裏 

【エコタウン連絡会議について】 

北九州エコタウン関係事業者を中核とする連絡会議 

会長 関 和己（せき かずみ 西日本オートリサイクル㈱ 相談役） 


